
満
開
の
桜
の
中
で

やまきた桜まつりにて（山北川村囃子）

桜のトンネルを行く新型あさぎり号

ソーラン山北よさこいフェスティバル2012
（全チームでの総踊り）

特集／役場の組織機構の見直し
国民健康保険税の税率改定について…4
子育てっていいね！！・人物紹介コーナー…12
健康レポート…14
中央公民館だより…15
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新・永住宣言
来て！見て！住んで！や・ま・き・た
新・永住宣言
来て！見て！住んで！や・ま・き・た
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役
場
の
組
織
機
構
の
見
直
し

町
で
は
、
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
、
保
険
・
福
祉
・
健
康
づ
く
り
の
連
携
、
農
業
・
林

業
・
環
境
の
一
体
化
、
更
な
る
商
業
の
振
興
、
観
光
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
を
一
層
推
進
す
る

た
め
に
４
月
１
日
か
ら
役
場
組
織
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
先
月
号
に
引
き
続
き
見
直
し

の
ポ
イ
ン
ト
を
お
伝
え
し
ま
す
。

ご
用
き
き
ス
ペ
ー
ス
を
新
設

町
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
一
環
と
し
て
、

庁
舎
１
階
町
民
ホ
ー
ル
に
「
ご
用
き
き
ス

ペ
ー
ス
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
来
庁
者
の

負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て

町
職
員
が
ご
用
き
き
ス
ペ
ー
ス
に
出
向
き

ま
す
。
テ
ー
ブ
ル
、
イ
ス
、
つ
い
た
て
を

４
セ
ッ
ト
用
意
し
て
お
り
、
手
も
と
に
置

か
れ
た
ブ
ザ
ー
を
押
す
と
職
員
が
駆
け
つ

け
ま
す
。

こちらでご用件をお伺いします

各課等の仕事の内容は、左頁のとおりです

来庁者 町職員

来庁された方の
要件を伝えます

ご用ききスペース
（庁舎１階）

担当課職員

来庁された方の
相談等に対応します

必要な要件を伝えます

ブザーで駆けつけます イメージ図
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役場の新しい組織
平成24年4月1日

課・室・局名 班等名 仕事の内容
政策秘書課

（75-3651） 政策秘書班 町長・副町長秘書、政策調整、つぶらの地域振興、中川県有地、学校統廃合、
土地開発公社

企画財政課
（75-3652）

企　画　班 総合計画、行政改革、地方分権、広報広聴、自治会、生活交通、統計、情報セキュリティー
財　政　班 財政計画、予算編成、町債、基金、財政事情公表、決算分析、ふるさと応援寄附金

総務防災課
（75-3643）

庶　務　班 儀式、渉外、褒章、表彰、情報公開、行政訴訟、危機管理の総合的調整、人事、
給与、監査、選挙

財産管理班 町有財産の管理・取得及び処分、廃校舎等利用検討、町有財産登記、地籍調査、
庁舎管理、財産区

防災消防班 交通安全、防災、防犯、消防、水防、広域消防、国民保護、災害対策、災害救助

町民税務課
（75-3641）

町　民　班 総合案内、戸籍、住民登録、外国人登録、印鑑登録、人口動態、埋火葬許可、改葬

税　務　班 町税（町民税 固定資産税 軽自動車税 たばこ税 入湯税 砂利採取税）の賦課、
証明発行

清 水 支 所
（77-2404） 住民登録、戸籍、税、公共料金などの窓口業務、他課からの経由事務

三 保 支 所
（78-3006） 住民登録、戸籍、税、公共料金などの窓口業務、他課からの経由事務

福　祉　課
（75-3644）

福祉推進班 社会福祉、生活保護、児童手当、学童保育、高齢者福祉、障害者福祉、日赤、
軍人恩給、人権

保　育　園 わかば・向原・清水

保険健康課
（75-3642）

保険年金班 国民健康保険、国民年金、介護保険、介護予防、地域包括支援センター、後期
高齢者医療

健康づくり班
（75-0822）

健康づくり、保健事業、健康診査、母子保健、感染症予防、予防接種、森林セ
ラピー、町立診療所

環境農林課
（75-3654）

生活環境班 公害、地球温暖化対策、美化運動、廃棄物不法投棄、ごみ収集、廃棄物処理、
有害鳥獣、動物

農林振興班 農林水産業及び畜産業の振興、家畜、農業委員会、森林交流、森林伐採、野生動物、
猟区管理

農林整備班 土地改良事業、農道・林道・森林整備、用水路（用途地域外）整備、地域水源林整備
商工観光課

（75-3646） 商工観光班 商工業及び観光の振興、計量検定、消費生活、観光施設の管理及び整備、労働・
雇用、企業立地

都市整備課
（75-3647）

管理計画班 町道、国県道対策、都市計画、開発協議及び指導、建築確認、都市公園・コミュ
ニティ広場の管理

高速道路対策班 高速道路対策
整　備　班 町道等・橋梁・河川・都市公園の整備

上下水道課
（75-3645）

管　理　班 水道・公共下水道・町設置型浄化槽使用料、合併浄化槽、生活排水処理計画、
し尿処理手数料

工　務　班 水道施設、地下水対策、公共下水道、町設置型浄化槽、雨水対策、用水路（用
途地域内）整備

定住対策室
（75-3650） 定住対策班 定住促進、町営住宅の管理及び建設、山北・東山北駅周辺地域振興等　

会　計　課
（75-3640） 会　計　班 現金及び物品の出納・保管、資金管理・運用、決算書作成、商品券・循環バス

乗車券の販売

学校教育課
（75-3648）

教　育　班 教育予算編成、教育行政、義務教育、学校教育施設管理、小・中学校統廃合　
幼　稚　園 山北・岸・三保
小　学　校 川村・清水・三保
中　学　校 山北・清水・三保

生涯学習課
（75-3649）

生涯学習スポーツ班 生涯学習、青少年教育、文化財、体育施設管理、スポーツ団体育成、放課後こ
ども教室

公　民　館
（75-3131） 公民館・図書室の管理及び運営、講座等開催

議会事務局
（75-3653） 議　事　班 議会に関すること

（　）内は電話番号
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増
え
続
け
る
医
療
費
と

　
　
　
　
　
　
国
保
運
営
の
危
機

山
北
町
の
人
口
は
１
１
，
7
6
7

人
（
24
年
４
月
１
日
現
在
）
で
、年
々

減
少
し
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
国
民

健
康
保
険
（
以
下
、
国
保
）
の
加
入

者
は
、
約
３
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

60
歳
未
満
の
加
入
者
数
は
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
が
、
60
～
74
歳
の
年
齢

層
で
は
増
加
し
て
お
り
、
高
齢
化
が

進
ん
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
加
入
者
の
高
齢
化
や
医

療
技
術
の
高
度
化
な
ど
に
よ
り
、
医

療
機
関
の
受
診
率
や
一
人
当
た
り
の

診
療
費
が
増
加
傾
向
に
あ
る
た
め

（
平
成
22
年
度
県
内
市
町
村
の
一
人

当
た
り
の
医
療
費
は
山
北
町
が
第
１

位
）、
国
保
会
計
か
ら
負
担
し
て
い

る
医
療
費
も
年
々
増
加
し
て
き
て
い

ま
す
。

こ
れ
ま
で
町
で
は
、
増
加
す
る
医

療
費
に
対
し
て
国
保
財
政
調
整
基
金

（
貯
金
）
を
少
し
ず
つ
取
り
崩
す
な

ど
し
て
、
税
額
の
増
加
を
抑
制
し
て

き
ま
し
た
が
、
平
成
22
年
度
に
は
診

療
報
酬（
※
）
の
引
上
げ
な
ど
も
影

響
し
て
基
金
だ
け
で
は
財
源
に
不
足

が
生
じ
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
入

－平成２４年度から税率の引上げを
　　　　　　　　　させていただくことになりました－

国民健康保険税の
税率改定について

れ
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。さ
ら
に
、

23
年
度
に
お
い
て
は
一
般
会
計
か
ら

の
繰
り
入
れ
に
加
え
、
県
の
支
援
基

金
を
活
用
す
る
（
１
億
円
を
借
入
）

な
ど
し
て
運
営
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
対
応
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
景
気
の
低
迷
が
続
き
、
国
保
加

入
者
の
所
得
の
向
上
が
な
か
な
か
望

め
ず
国
保
税
の
収
入
も
増
加
し
な

い
中
で
、
医
療
費
に
つ
い
て
は
年
々

増
え
続
け
て
い
る
た
め
、
国
保
会
計

は
、
歳
入
額
よ
り
も
歳
出
額
の
方
が

上
回
っ
て
し
ま
う
と
い
う
、
極
め
て

厳
し
い
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
て
い

ま
す
。こ
の
ま
ま
の
状
態
が
続
く
と
、

国
保
の
運
営
そ
の
も
の
が
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

国
保
税
の
決
め
方

国
保
税
は
、
そ
の
年
に
予
測
さ
れ

る
医
療
費
か
ら
、
国
保
加
入
者
が
病

院
な
ど
で
支
払
う
一
部
負
担
金
や
、

国
・
県
な
ど
に
よ
る
負
担
金
を
差
し

引
い
た
も
の
の
残
り
の
額
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
必
要
な
額
を
町
の
国

保
加
入
者
で
出
し
合
う
た
め
に
、
国

保
の
税
額
は
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
の

広報やまきた　平成24年5月号　No.687 4広報やまきた　平成24年5月号　No.6875



実
情
に
よ
っ
て
違
っ
て
く
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
山
北
町
で
は
歳
出
に

見
合
う
財
源
を
確
保
し
安
定
し
た
事

業
の
運
営
を
す
る
こ
と
が
難
し
い
状

況
で
す
。

こ
の
よ
う
に
増
え
続
け
る
医
療
費

を
見
据
え
、
安
定
し
た
国
保
運
営
を

行
っ
て
い
く
た
め
に
、
町
で
は
今
年

度
か
ら
保
険
税
率
の
引
上
げ
を
お
願

い
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
こ
と

医
療
費
が
増
加
す
る
と
国
保
税
は

高
く
な
り
、
皆
さ
ん
の
生
活
に
も
大

き
く
影
響
し
て
き
ま
す
。
医
療
費
の

増
加
を
抑
え
る
た
め
に
、
町
で
は
特

定
健
診
な
ど
で
生
活
習
慣
病
を
早
期

に
発
見
し
、
改
善
指
導
を
行
う
こ
と

に
よ
っ
て
生
活
習
慣
病
の
発
症
を
抑

え
、
医
療
費
を
少
し
で
も
減
ら
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
自
ら
が
行
う
健
康
づ
く

り
や
健
康
診
査
、
各
種
検
診
を
受
け

る
こ
と
に
よ
り
、
疾
病
を
早
期
に
発

見
し
重
症
化
を
防
ぐ
こ
と
を
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。
健
康
教
室
、
水
中
運

動
教
室
な
ど
、
町
で
開
催
さ
れ
て
い

る
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
づ
く
り
事
業
に

参
加
し
た
り
、
散
歩
や
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
、
趣
味
の
ス
ポ
ー
ツ
で
汗
を
流
し

た
り
す
る
こ
と
は
、
楽
し
み
な
が
ら

自
分
自
身
の
健
康
づ
く
り
に
つ
な

が
っ
て
い
く
も
の
で
す
。

医
療
機
関
の
掛
か
り
方
に
つ
い
て

も
、
今
一
度
見
直
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
ひ
と
つ
の
症
状
で
い
ろ
い
ろ
な

病
院
に
掛
か
っ
て
は
い
ま
せ
ん
か
？

病
院
が
変
わ
る
た
び
に
同
じ
検
査
を

し
た
り
、
同
じ
薬
を
も
ら
っ
た
り
す

る
よ
う
な
重
複
受
診
は
、
医
療
費
を

増
加
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。

ま
た
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

（
※
）を
利
用
し
て
み
る
こ
と
も
、
医

療
費
を
削
減
さ
せ
る
方
法
の
ひ
と
つ

で
す
。
皆
さ
ん
も
医
師
や
薬
剤
師
に

相
談
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
。さ

ら
に
、
町
で
は
人
間
ド
ッ
グ
を

受
検
す
る
国
保
加
入
者
を
対
象
と
し

た
助
成
制
度
も
設
け
て
い
ま
す
。
今

年
度
よ
り
受
付
期
間
を
通
年
と
し

ま
し
た
の
で
、
健
康
管
理
と
病
気
の

早
期
発
見
の
た
め
に
ご
活
用
く
だ
さ

い
。

改正される税率
区　　分 改正後の税率 これまでの税率

医　
療　
分

所　得　割 4.2% 3.7%
資　産　割 33.9% 33.9%
均　等　割 20,000 円 16,400 円
平　等　割 35,700 円 29,300 円
賦課限度額 510,000 円 510,000 円

後
期
高
齢
者

　
　
支
援
金
分

所　得　割 1.0% 0.9%
資　産　割 4.6% 4.6%
均　等　割 7,100 円 5,800 円
平　等　割 5,200 円 4,300 円
賦課限度額 140,000 円 140,000 円

介　
護　
分

所　得　割 1.1% 1.0%
資　産　割 5.0% 5.0%
均　等　割 3,700 円 3,000 円
平　等　割 4,900 円 4,000 円
賦課限度額 120,000 円 120,000 円

※新税率による今年度の税額は７月の本算定時に計算されます。
※介護分は４０歳～６４歳の方だけが負担の対象となります。

【問合せ】
国民健康保険税に関すること … 保険健康課保険年金班 （電話）７５－３６４２
健康づくり事業に関すること … 保険健康課健康づくり班 （電話）７５－０８２２

【
用
語
解
説
】

診
療
報
酬
…
医
療
保
険
を
使
っ
て
病
院
に
か
か
っ
た
場
合
に
適
用
さ
れ

る
医
療
行
為
の
公
定
価
格
。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
…
製
薬
会
社
が
開
発
し
た
医
薬
品
の
特
許
が
切
れ
た
後
に
、

医
薬
品　
　
　
　

別
の
メ
ー
カ
ー
が
同
じ
有
効
成
分
で
つ
く
る
薬
（
後
発
医

薬
品
）。
最
初
に
開
発
さ
れ
た
薬
（
先
発
薬
）
と
同
等
の
成

分
で
同
等
の
効
果
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
価
格
が
安
い
。
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町立山北診療所
新しい先生を紹介します
平成２０年１２月の診療所再開から約３年あまりの間、公益社団法人地域医療振興協会から山

北診療所長として派遣され診療を行ってきました望月崇紘医師が、４月より東京の病院へ異動す
ることになり、新たに濵田俊之医師が診療所長として赴任いたしました。

濵田先生の専門は循環器で、診療所の勤務経験もあるベテラン先生です。

濵
は ま だ

田 俊
と し ゆ き

之　医師（51歳）
1985年：自治医科大学卒業（神奈川県出身）
各神奈川県立病院、診療所勤務後、東京ハート
センター、上白根病院を経て、平成24年4月よ
り山北診療所勤務。
※胸部外科認定医、循環器専門医、外科専門医、
　心臓血管外科専門医

★みなさんにひとこと★
みなさんはじめまして。この度、山北診療所

に赴任させていただくことになりました濵田
と申します。

望月先生が3年あまりにわたって築いてきた
ことを大切にし、よりいっそう親しんでもら
え、お役に立てる診療所にしたいと思っていま
す。

望月崇紘先生からのメッセージ
山北診療所が平成20年12月に再開してから、あっという間に過ぎてしまった3年と4か月。

診療所の２階に住まわせていただいていたため、様々な自治会行事に参加させていただいた
り、シシ鍋や手作りそばなどをごちそうしていただいたりと、たくさんの思い出が走馬灯の
ように心に浮かんできます。振り返えれば、皆様のあたたかさに逆に癒される毎日だったよ
うに思えます。

今後も、当面の間は週１回程度、代診させていただく予定です。これまで本当にお世話に
なりました。と同時に、これからもまたよろしくお願いいたします。
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固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
が

選
任
さ
れ
ま
し
た

町
の
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
武
尾
昌
則
さ
ん

（
谷
ケ
）
が
任
期
満
了
と
な
り
、
引
き
続
き
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
３
年
間
で
す
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
は
、
町
議
会
の
同
意
を
得
て
町

長
が
選
任
し
た
委
員
３
名
で
構
成
さ
れ
、
固
定
資
産
課
税
台
帳

に
登
録
さ
れ
た
価
格
に
不
服
が
あ
る
納
税
者
か
ら
の
審
査
申

し
出
に
つ
い
て
、
中
立
、
公
平
の
立
場
か
ら
対
象
固
定
資
産
の

町
の
評
価
額
が
適
正
で
あ
る
か
を
審
査
す
る
機
関
で
す
。

【
問
合
せ
】
総
務
防
災
課
庶
務
班

　
　
　
　

 （
電
話
）　
75
ー
３
６
４
３

石
田
利
雄
さ
ん
が
監
査
委
員
と
し
て

選
任
さ
れ
ま
し
た

町
の
監
査
委
員
と
し
て
、
石
田
利
雄
さ
ん
（
下
本
村
）
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。
４
月
13
日
付
け
で
任
期
満
了
と
な
っ
た
相
原

勇
治
さ
ん
の
後
任
と
し
て
議
会
で
可
決
さ
れ
、
町
長
よ
り
辞
令

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
監
査
委
員
の
仕
事
は
、決
算
等
の
審
査
、

現
金
出
納
の
検
査
、
公
金
の
収
納
等
監
査
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】
総
務
防
災
課
庶
務
班

　
　
　
　

 （
電
話
）　
75
ー
３
６
４
３

町
の
農
業
の
推
進
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
ー 

農
業
委
員
12
人
が
決
ま
り
ま
し
た 

ー

農
業
委
員
会
は
、
選
挙
に
よ
る
委
員
10
人
と
町
議
会
か
ら
推

薦
さ
れ
る
委
員
、
農
業
協
同
組
合
か
ら
推
薦
さ
れ
る
委
員
で
構

成
さ
れ
、
主
に
農
地
に
か
か
わ
る
法
令
業
務
に
携
わ
っ
て
い
き

ま
す
。

こ
の
う
ち
、
選
挙
に
よ
る
10
人
は
、
立
候
補
者
が
定
数
と
同

数
だ
っ
た
た
め
、
４
月
23
日
に
無
投
票
当
選
が
決
ま
り
ま
し
た
。

ま
た
、
議
会
推
薦
に
よ
る
委
員
は
、
４
月
26
日
の
臨
時
議
会
で

１
人
が
推
薦
さ
れ
ま
し
た
。

新
し
い
農
業
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。
任
期
は
、
平
成
24

年
5
月
1
日
か
ら
平
成
27
年
４
月
30
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

（
敬
称
略
）

●
選
挙
当
選
に
よ
る
委
員

川
本　
壽
彦
（
下
本
村
）

渡
邊　
惠
美
子
（
深
沢
）

小
瀬　
宏
彰
（
平
山
）

関　
千
代
治
（
萩
原
）

川
口　
哲
（
越
地
）

杉
本　
正
光
（
玄
倉
）

深
野　
良
文
（
湯
坂
）

鈴
木　
德
夫
（
堂
山
）

加
藤　
進
（
湯
本
平
）

室
伏　
知
夫
（
谷
戸
諸
渕
）

●
町
議
会
の
推
薦
に
よ
る
委
員

髙
橋　
宏
和
（
尺
里
東
）

●
農
業
協
同
組
合
の
推
薦
に
よ
る
委
員

井
上　
正
文
（
鍛
冶
屋
敷
・
古
宿
）

【
問
合
せ
】
山
北
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
　
　
　

 （
総
務
防
災
課
内
）

　
　
　
　

 （
電
話
）　
75
ー
３
６
４
３

　
　
　
　
山
北
町
農
業
委
員
会

　
　
　
　

 （
環
境
農
林
課
内
）

　
　
　
　

 （
電
話
）　
75
ー
３
６
５
４

農業委員会の活動の様子
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平成２４年度　町職員の人事異動（平成２４年４月１日付け）
［参事級］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （敬称略）

新　　　所　　　属 氏　　　名 旧　　　所　　　属
参事兼保険健康課長 三尋木　昭　治 参事兼町民課長
参事兼環境農林課長 福　野　　　毅 参事兼都市整備課長

［課長級］
町民税務課長 倉　橋　博　行 都市整備課管理計画班主幹
商工観光課長 小　塚　剛　夫 総務防災課防災消防班主幹
都市整備課長 湯　川　光　広 生活環境課長
上下水道課長 依　田　政　文 産業観光課長
生涯学習課長 滝　本　　　均 健康づくり課長
議会事務局長 鈴　木　昌　樹 税務課長

［主幹・技幹級］
総務防災課庶務班主幹 大胡田　剛　司 税務課税務班主幹
　　〃　　防災消防班主幹 磯　田　正　光 町民課三保支所主幹
町民税務課町民班主幹 山　崎　隆　子 定住対策室定住対策班主幹
　　〃　　税務班主幹 岩　本　公　良 町民課町民班主幹
　　〃　　三保支所主幹 佐　藤　勝　也 福祉課福祉推進班主幹
福祉課わかば保育園技幹 瀬　戸　智鶴子 　〃　清水保育園副技幹
　〃　向原保育園技幹 池　田　早智子 　〃　わかば保育園技幹
保険健康課保険年金班主幹 依　田　由美子 総務防災課庶務班主幹
環境農林課生活環境班主幹 辻　　　和　雄 産業観光課商工観光班主幹
　　〃　　農林振興班主幹 稲　葉　展　史 都市整備課整備班副主幹
商工観光課商工観光班主幹 高　橋　英　治 総務防災課庶務班副主幹
都市整備課管理計画班主幹 松　下　　　修 産業観光課農業推進班主幹
上下水道課工務班主幹 山　口　啓　二 生活環境課生活環境班主幹
定住対策室定住対策班主幹 石　田　照　夫 　　〃　　上下水道班主幹
会計課会計班主幹 武　井　　　敦 　　〃　　生活環境班主幹
学校教育課教育班指導主事 大　庭　菜穂子 神奈川県より派遣
　　〃　　岸幼稚園技幹 石　田　節　子 学校教育課岸幼稚園副技幹
　　〃　　川村小学校技幹 池　谷　芳　江 　　〃　　川村小学校副技幹

［副主幹･副技幹級］
企画財政課企画班副主幹 鈴　木　康　弘 企画財政課企画班主査
　　〃　　財政班副主幹 尾　崎　雄　一 福祉課長寿いきがい班副主幹
総務防災課庶務班副主幹 畠　山　佐和子 町民課町民班副主幹
総務防災課付副主幹（中井町派遣） 山　本　智　子 会計課会計班副主幹
福祉課福祉推進班副主幹 湯　川　晴　子 福祉課福祉推進班主査
　〃　向原保育園副技幹 松　永　初　美 〃　わかば保育園副技幹
学校教育課岸幼稚園副技幹 秋　山　世津子 学校教育課三保幼稚園副技幹
　　〃　　三保幼稚園副技幹 吉　田　元　子 〃　　岸幼稚園副技幹
生涯学習課公民館副主幹 池　谷　千　春 生涯学習課公民館主査

［班　員］
政策秘書課政策秘書班主事補 宇野澤　麻　美 福祉課福祉推進班主事補
総務防災課財産管理班主事 竹　内　祐　二 都市整備課高速道路対策班主事
総務防災課付主任主事（神奈川県派遣） 伊　藤　弘　泰 学校教育課教育班主任主事
　　〃　　　主事 山　口　智　也 生活環境課生活環境班主事
町民税務課町民班主査 府　川　亜　矢 政策秘書課政策秘書班主査
　　〃　　税務班主事 小　澤　康　之 生涯学習課公民館主事
福祉課福祉推進班主査 尾　崎　顕　治 産業観光課農業推進班主査
　〃　　　〃　　主事 藤　澤　全　禎 税務課税務班主事
福祉課わかば保育園保育士 権　守　香昌美 福祉課向原保育園保育士
保険健康課保険年金班主査 寺　屋　真　帆 企画財政課企画班主査
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（敬称略）
新　　　所　　　属 氏　　　名 旧　　　所　　　属

環境農林課農林振興班主査 加　藤　悦　孝 企画財政課財政班主査
　　〃　　　　〃　　主任主事 加　藤　哲　也 生涯学習課生涯学習スポーツ班主任主事
商工観光課商工観光班主査 草　柳　孝　子 大井町より派遣
都市整備課高速道路対策班主査 野　地　俊　晴 税務課税務班主査
　　〃　　整備班主事補 野　中　雄　太 産業観光課農業推進班主事補
上下水道課管理班主事 中戸川　雄　司 総務防災課財産管理班主事
学校教育課教育班主査 大　島　恭　子 税務課税務班主査
企画財政課企画班主事補 足　立　哲　也 新採用
町民税務課税務班主事補 清　水　　　翼 　〃
福祉課福祉推進班主事補 深　野　　　舞 　〃
　〃　向原保育園保育士 田　渕　晴　子 　〃
保険健康課保険年金班主事補 山　崎　佳奈恵 　〃
　　〃　　健康づくり班主任保健師 櫻　井　純　子 　〃
　　〃　　　　〃　　　主任保健師 小　林　あかね 　〃
上下水道課管理班主事補 倉野内　美智子 　〃
学校教育課教育班主事補 勝　俣　　　修 　〃
生涯学習課生涯学習スポーツ班主事補 小野塚　成　美 　〃

［退職者］　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （平成２４年３月３１日付け）
氏　　　　名 旧　　所　　属

三尋木　重　夫 生涯学習課長
藤　原　辰　雄 議会事務局長
相　原　しげ子 学校教育課川村小学校調理員
三尋木　康　代 産業観光課商工観光班副主幹
高　村　まゆみ 福祉課向原保育園副技幹
堀　田　往　子 健康づくり課健康づくり班技幹
青　崎　真　季 福祉課向原保育園主査
山　本　真　弓 健康づくり課健康づくり班栄養士
菊　地　純　一 政策秘書課政策秘書班副主幹（神奈川県交流職員）

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

　
各
団
体
新
メ
ン
バ
ー
紹
介

■
青
少
年
指
導
員

青
少
年
の
健
全
な
育
成
と
組

織
活
動
の
指
導
、
助
言
を
し
て

い
た
だ
く
青
少
年
指
導
員
が
、

次
の
と
お
り
決
ま
り
ま
し
た
。

任
期
は
、
平
成
24
年
４
月
か
ら

２
年
間
で
す
。（
敬
称
略
）

▼
指
導
員

田
代
典
子
（
平
山
）、
菅
谷
光

恵（
萩
原
）、髙
杉
繁（
上
清
水
）、

加
藤
盛
人
（
城
山
）、
武
井
正

敏
（
宮
地
）、湊　
滋
（
越
地
）、

若
林
ミ
ワ
子
（
斑
目
）、
瀬
戸

敦
子
（
湯
坂
）、石
田
常
子
（
原

耕
地
）、荒
原
和
之
（
尺
里
中
）、

池
田
し
の
ぶ
（
上
本
村
）、
中

戸
川
裕
（
村
雨
）、露
木
実
（
前

耕
地
）、
髙
橋
純
子
（
瀬
戸
・

駒
ノ
子
）、山
﨑
孝
弘
（
湯
触
）、

紫
倉
健
司
（
谷
ケ
）、
渡
辺
英

知（
谷
戸
諸
渕
）、杉
本
太
一（
玄

倉
）、
諸
星
孝
治
（
玄
倉
）

▼
退
任

関
勝
則
（
萩
原
）、
清
水
明
（
中

下
清
水
）、遠
藤
清
之（
田
屋
敷
）、

野
坂
洋
子
（
越
地
）、
府
川
満
壽

美
（
斑
目
）、
木
下
ま
ゆ
み
（
下

本
村
）、
鈴
木
寿
浩
（
玄
倉
）

■
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
推

進
し
て
い
た
だ
く
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
が
、
次
の
と
お
り
決
ま
り

ま
し
た
。
任
期
は
平
成
24
年
４
月

か
ら
２
年
間
で
す
。
な
お
、
ス

ポ
ー
ツ
基
本
法
（
平
成
23
年
８
月

24
日
施
行
）
に
よ
り
、
名
称
が
体

育
指
導
委
員
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

▼
推
進
委
員

小
瀬
宏
次
（
平
山
）、芝
玲
子
（
萩

原
）、
鈴
木
良
雄
（
田
中
）、
飯

田
克
（
根
下
）、
山
崎
郁
夫
（
根

下
）、
川
口
敏
彦
（
宿
）、
諸
角
久

美
子
（
原
耕
地
）、佐
藤
俊
彦
（
尺

里
東
）、
遠
藤
圭
子
（
高
松
）、
岩

本
紀
枝
（
鍛
冶
屋
敷
）、
矢
吹
高

広
（
谷
ケ
）、池
谷
公
治
（
透
間
）、

佐
藤
博
美
（
箒
沢
）、
湯
川
浩
一

（
畑
）

▼
退
任

池
谷
則
明
（
萩
原
）、石
川
實
（
万

随
）、
内
田
耕
三
（
尺
里
西
）、
佐

藤
文
夫
（
山
市
場
）

平成24年
4月から
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平成２４年度　教職員の人事異動
県教育委員会では、４月１日付けで町内小・中学校の教職員の人事異動を、次のとおり行いました。（敬称略）

着任（平成２４年４月１日付け）
着任学校名 職　名 氏　名 前任学校名等 備　考
川村小学校 校　　長 鈴　木　秀　和 中村小学校

〃 総括教諭 飯　田　久美子 三保小学校
〃 教　　諭 田　中　明　朗 新採用
〃 教　　諭 佐々木　　　啓 大井小学校

清水小学校 校　　長 早　野　一　郎
〃 教　　頭 飯　田　佳寿枝 南足柄市市民部
〃 教　　諭 和　澤　浩　司 開成南小学校
〃 教　　諭 清　水　明日香 新採用
〃 養護教諭 梅　嵜　　　悠 　〃

三保小学校 教　　頭 石　川　純　一 寄小学校
〃 教　　諭 鳥　居　厚　子 川村小学校
〃 教　　諭 久保寺　敬　之 新採用

山北中学校 教　　頭 相　原　英　夫 清水中学校
〃 総括教諭 沼　田　勝　彦 岡本中学校
〃 教　　諭 西　山　郁　留 清水中学校
〃 教　　諭 磯　崎　俊　彦 伊勢原市立中沢中学校
〃 教　　諭 渡　邉　美　雪 中井中学校
〃 教　　諭 杉　田　俊　介 新採用
〃 栄養技師 濱　崎　菜　緒 　〃
〃 教　　諭 渡　邊　温　子 湘光中学校
〃 養護教諭 勝　俣　亜　美 県立城北高等学校

清水中学校 校　　長 遠　藤　仁　一 足柄上教育事務所
〃 教　　頭 加　藤　彰　吾 県教育委員会
〃 教　　諭 平　山　　　諭 湘光中学校 再任用
〃 教　　諭 渡　邊　剛　史 松田中学校

三保中学校 校　　長 山　口　君　儀 山北中学校
〃 総括教諭 増　田　文　夫 清水中学校
〃 教　　諭 宇　田　香代子 大井小学校
〃 教　　諭 吉　濱　優　里 文命中学校

転任（平成２４年３月３１日付け）
学　校　名 職　名 氏　名 転　任　先
川村小学校 教　　諭 藤　森　恵　子 上大井小学校
清水小学校 校　　長 三　嶽　美惠子 松田中学校

〃 教　　諭 柏　木　敦　子 松田小学校
〃 教　　諭 今　井　祐　輔 開成南小学校
〃 養護教諭 伊　藤　直　子 中村小学校

三保小学校 教　　頭 室　伏　保　彦 向田小学校
〃 教　　諭 林　　　奈　歩 上大井小学校

山北中学校 総括教諭 齋　藤　隆　夫 松田中学校
〃 教　　諭 大　庭　菜穂子 県政総合センター
〃 教　　諭 柳　原　裕　子 湘光中学校
〃 教　　諭 石　井　克　佳 文命中学校
〃 養護教諭 中　村　正　子 中井中学校
〃 栄養技師 林　　　寿　美 中井中学校

三保中学校 校　　長 青　島　純　夫 寄中学校

退任（平成２４年３月３１日付け）
学　校　名 職　名 氏名
川村小学校 校　　長 府　川　治　三

〃 総括教諭 藤　澤　喜久江
清水中学校 校　　長 加　藤　礼　子

〃 教　　諭 作　井　竜　也
三保中学校 総括教諭 中　野　　　実

〃 教　　諭 加　藤　幸　一
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パソコンや携帯電話の電子メールで
消防車や救急車を呼ぶことができます
聴覚や音声・言語機能に障がいのある方が、緊急時に消防車や救急車を呼ぶ場合、従来はファックスによる

通報をしていましたが、これに加えパソコン・携帯電話の電子メールを利用して、通報することができるよう
になりました。

①通報

返信

②出動指令

③出動 ●メール１１９番の申込みをしている方（※1）
●身体障害者手帳所有者で、聴覚障がい、音声・言語機

能障がいのいずれかの記載がある方(※2）　　
●通報時、南足柄市及び足柄上郡５町内にいる方（※3）
●定期に送信されるテストメールに返信いただける方
※1 該当者には、福祉課より申込書を個別送付します。
※2 身体障害者手帳を所有していなくても、聴覚・音

声・言語の障がいがあると思われる方は福祉課まで
ご相談ください。

※3 足柄消防から出動しますので、通報時に南足柄市及
び足柄上郡5町内にいない方は利用できません。

◆ご利用のイメージ ◆ご利用できる方
（次のすべての条件が必要です）

【問合せ】福祉課福祉推進班
　　　　 （電話）７５－３６４４

町内循環バス車両が
新松田駅⇔山北駅間（岸回り）で運行開始!!
広報4月号でもお知らせしましたが、5月1日から町内循環バス車両が岸回りルートの

新松田駅⇔山北駅間の運行を開始しました。
新たに運行を開始したこの路線も、他の路線バスと同様に距離ごとに運賃が設定され、

Suica(スイカ)やPASMO(パスモ)等の使用が可能なほか、定期券、回数券も富士急湘南
バス路線と共有できます。また、乗り間違いがないように、車両前面に行先を明示しま
すので、ご乗車の際はご注意ください。

運行時刻　（松田町内を含め、全てのバス停で乗降できます。）
◆山北駅　⇒　宮地　⇒　岸　⇒　柑橘果工前　⇒　原耕地　⇒　向原　⇒　新松田駅
所要時間

24分
山北駅
出　発 宮 地 川村小学校

入　　　口 岸 柑　橘
果工前 原耕地 向 原 新松田駅

到　　着

平 日
― ―   7：37   7：39   7：42   7：45   7：48   7：57

17：35 17：38 17：39 17：41 17：44 17：47 17：50 17：59
18：10 18：13 18：14 18：16 18：19 18：22 18：25 18：34

土 曜   9：00   9：03   9：04   9：06   9：09   9：12   9：15   9：24

◆新松田駅　⇒　向原　⇒　原耕地　⇒　柑橘果工前　⇒　岸　⇒　宮地　⇒　山北駅
所要時間

27分
新松田駅
出　　発 向 原 原耕地 柑　橘

果工前 岸 川村小学校
入　　　口 宮 地 山北駅

到　着
平 日  8：15  8：24  8：27  8：29  8：32  8：34  8：35  8：42
土 曜  8：15  8：24  8：27  8：29  8：32  8：34  8：35  8：42

【問合せ】企画財政課企画班
　　　　 （電話）７５－３６５２

足柄消防組合
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子
育
て
っ
て

　
　
い
い
ね
！

若林さん
ご家族

＜前耕地＞

お
父
さ
ん
　
若
林
　
雅
也
さ
ん

お
母
さ
ん
　
　
　
　
比
呂
美
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
歩あ

ゆ
な奈

ち
ゃ
ん

　
　
7
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
陽ひ
よ
り梨

ち
ゃ
ん

　
　
3
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
七な
な
か楓

ち
ゃ
ん

　
　
1
歳

赤
塚
淳
一
さ
ん
は
、
神
奈
川
県
公
園
協
会

の
職
員
で
、
今
年
４
月
か
ら
西
丹
沢
自
然
教

室
の
専
門
主
任
と
し
て
勤
務
さ
れ
て
い
て
、

現
在
は
清
水
地
区
に
お
住
ま
い
で
す
。
こ
れ

か
ら
本
格
的
な
登
山
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る

中
、
赤
塚
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

西
丹
沢
自
然
教
室
で
は
、
ど
の
よ
う
な
仕
事

を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

「
登
山
さ
れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
時

に
、
登
山
届
を
出
し
て
い
た
だ
き
、
こ
の
届

け
の
内
容
に
よ
っ
て
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
が
一
番
の
仕
事
だ

と
思
い
ま
す
。
登
山
さ
れ
る
方
面
に
よ
っ
て
、

登
山
道
の
状
況
や
面
白
い
場
所
、
植
物
な
ど

を
案
内
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
県
の
パ
ー
ク

レ
ン
ジ
ャ
ー
と
し
て
、
自
分
自
身
で
も
年
間

１
２
０
日
程
度
は
山
に
登
り
ま
し
た
し
、
県

の
自
然
公
園
指
導
員
の
方
や
、
各
地
の
ビ
ジ

タ
ー
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
山
の
情
報
を
基
に
、

登
山
さ
れ
る
方
に
情
報
提
供
を
し
て
い
ま

す
。」

登
山
の
際
に
気
を
付
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
は
何
で
す
か
。

「
ま
ず
、
天
候
に
は
常
に
気
を
付
け
、
な

る
べ
く
早
い
時
間
に
登
り
始
め
て
、
明
る
い

う
ち
に
帰
っ
て
く
る
こ
と
を
心
掛
け
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
自
分
の
体
調
や
技
量
を
よ
く

考
え
、
無
理
を
し
な
い
計
画
を
立
て
る
こ
と

や
、
な
る
べ
く
一
人
で
は
な
く
複
数
で
登
る

と
い
う
こ
と
も
重
要
で
す
。
一
番
お
願
い
し

た
い
の
は
、
登
山
届
の
提
出
で
す
。
登
山
届

は
、
遭
難
な
ど
万
が
一
の
際
に
資
料
と
な
る

と
い
う
点
も
あ
り
ま
す
が
、
危
険
な
場
所
な

ど
に
対
し
て
、
事
前
に
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き

る
と
い
う
点
が
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
と
な
り
ま

す
。登

山
の
際
の
必
需
品
は
、
何
と
言
っ
て
も

地
図
と
コ
ン
パ
ス
で
す
が
、
最
近
で
は
Ｇ
Ｐ

Ｓ
が
手
に
入
り
や
す
く
な
り
ま
し
た
の
で
、

携
行
さ
れ
る
と
安
心
だ
と
思
い
ま
す
。」

今
月
末
に
西
丹
沢
の
山
開
き
が
行
わ
れ
ま

す
。
み
な
さ
ん
に
一
言
お
願
い
し
ま
す
。

「
西
丹
沢
の
登
山
で
良
い
時
期
は
た
く

さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
ツ
ツ
ジ
の
時
期

は
そ
の
中
で
も
一
番
良
い
時
期
の
ひ
と
つ
か

な
と
思
い
ま
す
。
是
非
い
ら
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ツ
ツ
ジ
の
開
花
状
況
を
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
の
で
、『
西
丹
沢
自
然
教
室
』
で
検
索

し
て
い
た
だ
き
、
こ
ち
ら
も
是
非
ご
覧
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

西
丹
沢
自
然
教
室
は
、
毎
週
月
曜
日
が
定

休
日
で
、
そ
れ
以
外
の
日
は
職
員
が
お
り
、

土
日
祝
日
に
は
２
名
の
職
員
で
対
応
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
是
非
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ

い
。」

町
の
人　赤

塚　
淳
一
さ
ん

西
丹
沢
自
然
教
室　
専
門
主
任 

（
自
然
解
説
担
当
）

こ
ん
に
ち
は
。
向
原
在
住
の
若
林
で
す
。

夫
と
私
、
長
女
の
歩
奈
、
次
女
の
陽
梨
、

三
女
の
七
楓
の
五
人
家
族
で
す
。

長
女
の
歩
奈
は
、
四
月
か
ら
ピ
カ
ピ
カ
の

一
年
生
で
す
。
慣
れ
な
い
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背

負
っ
て
、
長
い
道
の
り
を
頑
張
っ
て
お
友
だ

ち
と
歩
い
て
い
ま
す
。
家
で
は
、
お
絵
描
き

や
物
を
作
る
の
が
大
好
き
で
、
壁
に
は
い
っ

ぱ
い
作
品
が
飾
っ
て
あ
り
ま
す
。

次
女
の
陽
梨
は
、
好
奇
心
旺お
う
せ
い盛

で
い
ろ
い

ろ
な
事
に
興
味
を
示
し
、
時
に
は
ヒ
ヤ
リ
、

ド
キ
ッ
と
さ
せ
ら
れ
ま
す
が
、
元
気
一
杯
の

女
の
子
で
す
。
お
姉
ち
ゃ
ん
の
真
似
を
し
て

遊
ん
で
い
る
か
と
思
う
と
、
物
の
取
り
合

い
で
ケ
ン
カ
を
し
た
り
･
･
･
。
し
っ
か
り

妹
の
前
で
は
お
姉
ち
ゃ
ん
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
甘
え
ん
ぼ
う
で
抱
っ
こ
大
好

き
で
す
。

三
女
の
七
楓
は
、
お
姉
ち
ゃ
ん
た
ち
大

好
き
。
一
緒
に
「
仲
間
に
入
れ
て
」
と
言
っ

て
い
る
か
の
よ
う
に
遊
び
の
中
に
入
っ
て
い

き
ま
す
。
家
の
中
を
物
色
し
て
は
、
何
か
を

発
掘
し
て
き
ま
す
。
三
人
は
「
ご
っ
こ
」
遊

び
が
大
好
き
。
長
女
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て

遊
ん
で
く
れ
る
の
で
、
私
は
そ
の
間
に
家
事

を
す
る
事
が
出
来
る
の
で
大
助
か
り
。

子
育
て
の
こ
の
時
期
は
、「
今
し
か
な
い
」

イ
ラ
イ
ラ
す
る
事
も
あ
る
け
れ
ど
、
毎
日
が

充
実
し
て
い
て
、
子
ど
も
が
い
る
か
ら
こ
そ

親
が
日
々
成
長
し
て
い
け
る
の
だ
と
強
く
感

じ
ま
す
。

近
く
に
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

の
家
が
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
お
じ
い

ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
で
す
。

大
好
物
を
い
つ
も
用
意
し
て
く
れ
て
、
ワ
ガ

マ
マ
、
イ
タ
ズ
ラ
、
ケ
ン
カ
に
も
付
き
合
っ

て
く
れ
る
優
し
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
。
三
人
の
子
育
て
が
出
来
る
の
も
、

二
人
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
だ
と
思
い
ま

す
。
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

私
の
体
調
が
悪
い
時
は
心
配
し
て
、「
病

院
行
け
ば
？
お
薬
飲
み
な
？
」
と
言
っ
て
く

れ
て
、
ニ
コ
ニ
コ
笑
顔
で
癒
し
て
く
れ
る
、

と
っ
て
も
大
好
き
な
三
姉
妹
で
す
。

（
お
話
は
、
お
母
さ
ん
の
比
呂
美
さ
ん
）
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「水道水の放射性物質濃度について」

町では、水道水の放射性物質濃度の測定を実
施しています。測定の結果、放射性物質は検出さ
れていません。

○直近の採水日時
　平成２４年３月２９日（木）午前８時３０分

○採水場所
　皆瀬川浄水場（山北町山北３７０１）

○検査結果（浄水）
　・セシウム（Ｃｓ１３４） 不検出
　・セシウム（Ｃｓ１３７） 不検出
　・ヨウ素　（Ｉ １３１） 不検出

○過去の検査結果
過去１９回の検査を実施し、すべてにおいて
放射性物質は検出されていません。

※今後、町では県内各地の測定結果等の情報収
集に努め、その状況に応じて対策を進めてい
きます。

【問合せ】上下水道課工務班
　　　　 （電話）７５－３６４５

やまきた桜まつり・ソーラン山北よさこいフェスティバル

盛大に開催! !
3月31日から4月14日にかけ

て、第39回やまきた桜まつり
が開催されました。

今年は、例年よりも桜の開花
が遅れたものの、4月に入って
からは一気に開花が進み、町内
外から多くの方が桜の見物に訪
れました。

4月8日 の イ ベ ン ト 日 に は、
素晴らしい天候と満開の桜の下
で様々なイベントが行われ、ま
た、ソーラン山北よさこいフェ
スティバルでは、町内外から
27チーム約700人の踊り子が
集まり、駅前や桜並木の通りな
ど各所で華麗な踊りを披露し、
訪れた方を魅了しました。

みんなピッタリ揃いました!

可愛いフラダンスには大きな歓声が 観客を魅了する華麗な舞い

豊作と安全を祈念して
―足柄茶記念石碑前で献茶祭―

４月１２日、神奈川県農協
茶業センター直売所の記念
石碑前では、足柄茶の今年の
豊作と安全を祈念し、新たな
気持ちで新茶を迎えるため
の献茶祭が、同センター役員
や県茶業振興協議会、地区生
産者代表など関係者が出席
し執り行われました。

間もなく収穫が始まる今年
の足柄茶。放射性物質の検査
結果が基準値以内となり、信
頼回復に向けた再スタートを
できることが強く望まれてい
ます。町も、足柄茶の８０有
余年の歴史を絶やすことな
く、風評被害が払

ふっしょく
拭できるよ

う各所でＰＲを行うなど、引
き続き出来る限りの支援をし
ていきます。

昭和50年に建立
された記念石碑

豊作と安全を祈念して乾杯
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保険健康課
（電話）75－3642

健康福祉センター
（電話）75－0822

健
康
レ
ポ
ー
ト

第2号

食
育
・
健
康
づ
く
り
の
担
い
手

　

食
生
活
改
善
推
進
団
体「
い
く
み
会
」を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
存
知
で
す
か
？

食
生
活
改
善
推
進
団
体
と
は

昭
和
39
年
か
ら
全
国
的
に
食
生
活
の
改
善
を
進
め
る
地
区
組
織
と
し
て
養
成
が
始
ま
り
ま
し

た
。
現
在
、
全
国
に
市
町
村
組
織
が
あ
り
、
足
柄
上
郡
で
は
『
い
く
み
会
』
と
し
て
お
馴
染
み

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
す
。「
味
を
育
て
る
」
と
い
う
意
味
の
『
い
く
み
会
』
と
な
り
ま
し
た
。

い
く
み
会
は
足
柄
上
地
域
全
体
で
会
員
数
3
0
1
名
、
山
北
町
で
は
64
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
成
22
年
度
に
策
定
し
た
山
北
町
健
康
増
進
計
画
・
食
育
推
進
計
画
に
お
い
て
「
地
域

に
お
け
る
食
育
の
推
進
」
の
中
の
〝
地
域
に
根
差
し
た
食
育
活
動
を
進
め
て
い
く
〞
と
い
う
重

要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

活
動
内
容

食
生
活
の
改
善
は
講
義
を
受
け
る
だ
け
で
な

く
、
体
験
を
共
有
し
あ
う
仲
間
が
い
る
こ
と
で

食
生
活
が
変
わ
る
き
っ
か
け
に
も
な
り
、
継
続

の
力
に
な
る
も
の
で
す
。
ぜ
ひ
、
ヘ
ル
ス
メ
イ

ト
に
な
っ
て
、
仲
間
を
作
り
自
分
や
家
族
の
食

生
活
に
つ
い
て
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
足
柄

上
地
域
で
合
同
開
催
し
て
い
る
食
生
活
改
善
推

進
員
養
成
講
座
を
受
講
す
る
こ
と
で
、
ヘ
ル
ス

メ
イ
ト
に
な
れ
ま
す
。

養
成
講
座
は
年
間
13
回
の
講
習
会
が
あ
り
、

調
理
実
習
を
多
く
含
ん
で
い
る
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。
受
講
料
は
テ
キ
ス
ト
代
と
調
理
実
習

代
で
５
千
円
程
度
で
す
。
現
在
、
平
成
24
年
度

の
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
健
康

づ
く
り
班
電
話
75
ー
0
8
2
2
ま
で
、
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

食
生
活
改
善
推
進
員

　
　
（
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
）に
な
る
に
は

「
私
た
ち
の
健
康

は
私
た
ち
の
手
で
」

「
お
い
し
く
楽
し
く

健
康
に
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
地
域
の
食

材
を
使
っ
た
地
産
地

消
の
推
進
や
郷
土
料
理
の
伝
承
、　
〝
減
ら
脂

Ｎ
ａ
さ
い
、
増
や
し
な
菜
運
動
〞
で
脂
肪
、

塩
分
は
少
な
く
、
野
菜
を
一
日
に
3
5
0
ｇ

摂
り
入
れ
る
メ
ニ
ュ
ー
を
考
え
て
い
ま
す
。

幅
広
い
年
齢
層
で
、
い
ろ
い
ろ
な
行
事
を

行
っ
て
い
ま
す
。「
講
習
に
参
加
し
て
よ
か
っ

た
、
家
族
に
喜
ば
れ
た
」
を
励
み
に
食
育
の

輪
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
員
の
方
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た

年
齢
を
重
ね
て
い

く
中
で
、
健
康
や
食

事
の
摂
り
方
、
若
い

世
代
の
食
生
活
に
つ

い
て
も
関
心
が
あ

り
、受
講
し
ま
し
た
。

食
育
や
各
年
代
の
食
生
活
の
問
題
点
に
つ
い

て
だ
け
で
な
く
、
口
や
体
を
動
か
す
大
切
さ

を
学
び
、
調
理
実
習
も
初
心
に
戻
り
、
気
づ

か
さ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
で
す
。
何
よ
り

学
ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
と
、
他
の
市
町
の
友
達

が
で
き
た
こ
と
が
大
き
な
収
穫
で
す
。

○
養
成
講
座
を
受
講
し
た

　
　
　
　

松
浦
キ
ヨ
子
さ
ん
の
お
話

○
い
く
み
会
会
長

　
　
　
　
　

細
谷
康
子
さ
ん
の
お
話

１
．
地
区
伝
達
講
習
会

研
修
な
ど
で
習
っ
た
こ
と
を
町
民
に
伝
達
す
る
た
め
、
地
区

ご
と
に
地
域
の
公
民
館
等
で
料
理
教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

２
．
委
託
事
業

神
奈
川
県
や
日
本
食
生
活
協
会
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
目
的
に

応
じ
た
講
習
会
を
委
託
さ
れ
て
い
ま
す
。（「
生
活
習
慣
病
予
防

教
室
」、「
か
な
が
わ
健
康
プ
ラ
ン
21
講
習
会
」）

３
．
行
政
な
ど
へ
の
協
力

乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
健
診
や
料
理
教
室
で
の
試
食
づ

く
り
、
キ
ッ
ズ
カ
ー
ニ
バ
ル
な
ど
の
イ
べ
ン
ト
に
参
加
・
協
力

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県
立
山
北
高
校
で
高
校
２
年
生
の
全
生

徒
を
対
象
に
地
産
地
消
調
理
実
習
の
講
師
を
し
ま
し
た
。

目的に応じた講習会を委託されています

「親子で食育クッキング」の様子
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中央公民館だより中央公民館だより中央公民館だより中央公民館だより中央公民館だより
編集発行／山北町立中央公民館　〒258-0113　足柄上郡山北町山北1301-4
　　　　　　　　　　　　　　　☎ 0465（75）3131　Fax 0465（75）3030

№ 2 3 0

心の豊かさは学びから
「あなたも生涯学習活動に参加してみませんか」

３月２４日（土）に「ワンダーランド　春の公演」を開催しました。
春の日に子ども達のいきいきとした歌や踊り、劇が披露されました。
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＊5月3日（木）９：００から申し込みの受付をします。
定員になりしだい締め切りとなります。

＊5月3日（木）９：００から申し込みの受付をします。
定員になりしだい締め切りとなります。

＊5月3日（木）９：００から申し込みの受付をします。
定員になりしだい締め切りとなります。

ワンダーランド～歌とリズム遊び、踊りと劇のレッスンです～
6月の予定＝６月２日（土）・１６日（土）・２３日（土）
　　　　　 9：００～１2：0０
※初回はミーティングです。７月以降の日程については
中央公民館へお問い合わせください。

講　師　柳川 のり子さん
対　象　３歳児・４歳児（年中）・５歳児（年長）
※保護者同伴でお願いします。
参加費　無料

フルーツたっぷりのロールケーキ作り教室
日　時　5月23日(水)9:30～12:00
内　容　フルーツをたっぷり使って簡単にできるロー

ルケーキを作ります。
対　象　一般(定員24名)
講　師　沼田 陽子さん
参加費　400円
持ち物　エプロン・三角巾・筆記用具

ジュニアコーラス～歌とふれあい、楽しく歌います～
５月の予定＝１２日（土）・２６日（土）
　　　　　 １０：００～１１：３０
※６月以降の日程、その他詳細については中央公民館
へお問合せください。
講　師　山崎 美恵子さん
対　象　幼児から（申し込みは随時受け付けいたします。）
参加費　無料

◎ 教室についての申し込み、問い合わせは中央公民館事務室Tel（75）3131までどうぞ！

～申し込み受付中です～～申し込み受付中です～

苔玉作り教室
日　時　6月3日(日)9:30～11:00
内　容　苔玉と草花で簡単なミニ盆栽を作ります。
対　象　一般(定員15名)
講　師　綱島 安幸さん
参加費　600円
持ち物　汚れても良い服装・エプロン・筆記用具・薄手

の手袋・持ち帰り用の容器

桃の節句～つるし雛飾り～
【３月２７日～４月６日】

山北町写真同好会春季写真展
【４月１０日～２２日】

親子映画鑑賞会「ポパイ」「バックス・バニー」
～アメリカを代表するクラシックアニメを上映します～
日　時　５月２７日（日）１０：００～１１：３０（開場９：３０）
場　所　３階 視聴覚ホール

ロビー展示のお知らせ
山北美術協会春季小品展

本のリサイクル展
　図書室では、不要になった本や町民の皆様
から提供していただいた図書資料を有効活用
するため、リサイクル展を開催します。

期　間　６月２日（土）～１０日（日）
場　所　１階ロビー

サマースクールの講師を募集します！
　中央公民館では夏休み期間中、小・中学生を対象に「いろいろなこと
を体験しよう」をテーマにサマースクールを開講します。教室内容は特
に問いませんので、子ども達を指導していただける講師を募集します。
　詳しくは、中央公民館にお問い合わせください。

開校期間　７月２１日（土）～８月２１日（火）
募集期間　５月　２日（水）～５月２２日（火）

お知らせ

ご自由にお持ち帰りください！

入場自由・無料

5月18日(金)～6月1日(金) 9:00～17:00
ただし5月18日は13:00から6月1日は16:00まで　　問合せ 事務局 佐藤 (75)1230
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日

6
13
20
27

月

7
14
21
28

火
1
8
15
22
29

水
2
9
16
23
30

木
3
10
17
24
31

金
4
11
18
25

土
5
12
19
26

5 月

中央公民館では、地球温暖化防止対策推進のため、
①照明は使用時以外こまめに切る。

②冷暖房は、冷房28℃以上・暖房20℃以下に設定する。
以上のことに取り組んでいます。

皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。
限られた資源を
大切にしましょう

日

3
10
17
24

月

4
11
18
25

火

5
12
19
26

水

6
13
20
27

木

7
14
21
28

金
1
8
15
22
29

土
2
9
16
23
30

６月

※中央公民館（図書室を含む）は、年末年始を除く祝日も開館しております。
　ただし、祝日の翌日は休館になります。
※      　は休館日、    　 は祝日。

休 館 日

＊ 都合により内容を変更する場合もありますのでご了承ください。
行行
事事
予予 定定

講師に北村園子さんをお招きして、今話題のからだにやさしい塩麹を使って
会席風の料理に挑戦しました。「味に深みがでておいしい」と好評でした。

塩麹を使った料理教室  ４月１７日（火）
前回のイベントから

５月 催　し　物　名 場　　所 開始時刻 対象 主 催 者 ・ 問 合 せ
2 水 サマースクール講師募集期間（～２２日） 事 務 室 ９：００ 申込者 中央公民館
3 木 「母の日」のビーズアクセサリー教室 第 １ 会 議 室 １３：００ 申込者 中央公民館
5 土 おはなし会 図 書 室 １４：３０ 自　由 中央公民館
6 日 「クローバーの会」ピアノ発表会 多目的ホール １４：００ 自　由 クローバーの会　　☎（75）2018
18 金 山北美術協会春季小品展（～６月１日） １ 階 ロ ビ ー １３：００ 自　由 山北美術協会　　☎（75）1230

19 土
ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 中央公民館
おはなし会 図 書 室 １４：３０ 自　由 中央公民館

20 日 白百合会創立３０周年記念カラオケ発表会 多目的ホール １０：００ 自　由 白 百 合 会　　☎（75）0034
23 水 フルーツたっぷりのロールケーキ作り教室 調 理 実 習 室 ９：３０ 申込者 中央公民館
26 土 ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 中央公民館
27 日 親子映画鑑賞会 視聴覚ホール １０：００ 自　由 中央公民館
６月（前半） 催　し　物　名 場　　所 開始時刻 対象 主 催 者 ・ 問 合 せ

2 土

本のリサイクル展（～１０日） １ 階 ロ ビ ー ９：００ 自　由 中央公民館
ワンダーランド 美 術 工 芸 室 ９：００ 申込者 中央公民館
ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 中央公民館
おはなし会 図 書 室 １４：３０ 自　由 中央公民館

3 日 苔玉作り教室 美 術 工 芸 室 ９：３０ 申込者 中央公民館
9 土 ジュニアコーラス 視聴覚ホール １０：００ 申込者 中央公民館
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図図 室室書 から

●●●●●●●図 書 室 利 用 案 内

●日　程・内　容
①　５月　５日（土）
パネルシアター「これはジャックのたてたいえ」ほか
　　（おはなしボランティア「クローバー」）
②　５月１９日（土）
紙芝居「ぶんぶくちゃがま」ほか
　　（おはなしボランティア「ゆめ」）
②　６月　２日（土）
絵本「こんとあき」ほか
　　（おはなしボランティア「クローバー」）
●時　間　１４：３０～１５：００
●場　所　親子室（図書室内）
※毎月第１・３土曜日に行います。

☆ 今月の新着本案内 ☆

書　　　名   著  者  名  等
ナミヤ雑貨店の奇蹟
毎日がたのしくなる塩麹のおかず
クルマ旅のコツとワザ
三匹のおっさん ふたたび
夜鳴きめし屋

東　野　圭　吾
お　の　み　さ
ＪＴＢパブリッシング
有　川　　　浩
宇江佐　真　理

◆ 一 般 書

書　　　名   著  者  名  等
スーパービジュアル恐竜図鑑
はまべにはいしがいっぱい
新電車大集合１６１６点
ねんどろん
めざせ！ダンスマスター １～３

ジョン・ウッドワード
レ オ・レ オ ニ
広　田　尚　敬
荒　井　良　二
村田　芳子　他

◆ 児 童 書

こ ど も の 読 書 週 間 企 画

今月のおすすめ本　今月のおすすめ本　今月のお すすめ本　今月のおすすめ本　

「宇宙の不思議」
 ５月２１日の金環日食にあわせて、宇宙に関する

本を展示します。
この機会に、宇宙について興味をもってみては

いかがですか ?! 『ぼくの・わたしのおすすめ本』展示中！！

みんなの選んだ
本を図書室に展示
しています。

（都合により変更
する場合もあります。）※この他にも新着本がたくさんありますので来てみてください。

　　利用時間は、９：００～１８：００です。
　　（ただし、木曜日以外の１７：００～１８：００は本の閲覧・コピー・返却業務となります。）
　　新刊図書は、随時入ります。また、新聞・雑誌・ビデオ・ＤＶＤ等も置いてありますのでご利用ください。
　　図書の貸し出し冊数は、本５冊以内、雑誌２冊以内で、期間は２週間以内です。
　　ビデオ・ＤＶＤの貸し出し点数は、合わせて２点以内で、期間は１週間以内です。
　　静かに学習をしたい方は、２階の学習室をご利用ください。その際、図書室で利用手続きを行ってください。
　　休館日の図書の返却は、中央公民館入口横の図書返却ポストをご利用ください。
　　（ビデオ・ＤＶＤ・紙芝居は入れないでください。）
　　清水・三保支所の窓口でも返却ができます。
　　インターネットで図書室の蔵書検索・予約ができます。
　　（アドレスは、http://webymkt.yama-lib-unet.ocn.ne.jp/です。）

今
月
・
お
く
や
み
の
幅
調
整
15
㎜
で
調
整
す
る

町
の
動
き
は
通
常
行
間
８
㎜

町長の扉入るときは、各BOX～うたまで レイアウト全て調整してあるので、そのまま流用しない事！！

地  区 赤ちゃん 性別 保  護  者（敬称略）

地  区 氏　　　名 性別 世帯主（敬称略）年齢

い ろ は

は る ま

る い と

な の は

め い

ま な か

め い

　宿　　川　口　彩　羽（女）悟　史・彩　香

　〃　　齊　藤　永　眞（男）和　哉・奈津美

南　原　増　田　琉意仁（男）良　仁・菜　摘

湯　坂　齋　藤　菜　春（女）武　久・真理子

　〃　　舩　津　芽　依（女）　洋　・佐緖里

鍛冶屋敷　井　上　真　花（女）広　正・やよい

　畑　　髙　橋　芽　結（女）圭　一・実希子

※今回の掲載分は、平成２４年３月１６日から平成２４年４月１５日までに受付したものです。
　なお、掲載を希望されない場合は、届出をされる際に申し出ください。

馬　場　　諸　星　千代子（女）９２歳　本　人

原耕地　　石　田　嘉　昭（男）８６歳　　〃　

堂　山　　古　谷　幸　子（女）８５歳　　實

万　随　　藤　原　房　江（女）７５歳　輝　夫
山北　237mm（122mm）
三保　189mm（ 79mm）

山北　 7.5℃（ 5.4℃）
三保　 7.0℃（ 5.5℃）

※（　）内は平成23年の数値

（　）内は前月比

山北の気温は、皆瀬川浄水場での測定値

男
女
計

5,735人
6,032人
11,767人

（－21人）
（－31人）
（－52人）

世帯数　4,219世帯（－6世帯）

カヌーポロ大会の様子

福祉・教育振興のため　田代 祐司 様
300,０００円
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決
断
の
ゆ
ら
ぐ
も
ま
ま
よ
釦ぼ
た
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ぎ
る
三
年
迷
い
て
ス
ー
ツ
捨
て

得
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後　

藤　

一　

乃

（
評
）
昨
今
「
断
捨
離
」
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
す
が
、

愛
着
の
あ
る
物
に
別
れ
を
告
げ
る
の
は
、
決
断
を
要
す
る
も

の
で
す
。
勿
体
な
い
と
い
う
気
持
ち
も
あ
り
ま
す
。
作
者
は
、

逡し
ゅ
ん
じ
ゅ
ん

巡
の
後
、
ス
ー
ツ
を
捨
て
る
と
決
心
し
た
も
の
の
な
お
心

は
揺
ら
ぎ
、
果
て
は
、
ま
ま
よ
と
ば
か
り
に
服
の
ボ
タ
ン
を
ち

ぎ
り
、
や
っ
と
ス
ー
ツ
に
「
さ
よ
な
ら
」
が
で
き
た
の
だ
と
い

う
。
結
句
の
「
捨
て
得
し
」
に
、
作
者
の
万
感
が
読
み
取
れ
、

多
く
の
人
の
共
感
を
呼
ぶ
一
首
だ
と
思
い
ま
す
。
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訪
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て
）
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今
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」
年
始
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懇ね
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れ
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湯た
ん
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包
み
い
る
明
日
は
異
國
へ
帰
る
ひ
と
り
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と
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の
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世
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私
の
美
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内　
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洋　

子

朝
ド
ラ
の
ヒ
ロ
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踏
め
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の
音
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は母
の
姿
を
重
ね
懐
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ｔｖｋデータ放送でｔｖｋデータ放送で
防災情報やイベント情報を配信しています!!防災情報やイベント情報を配信しています!!
　町では、テレビ神奈川（ｔｖｋ）データ放送を利用して、町の防災情報やイベント、町からのお知らせなどの情報を配信
しています。

　テレビ神奈川（３ｃｈ）を選局
し、リモコンの『ｄ』ボタンを
押します。

　例えば、「イベント」を選択した場合、
掲載されているイベント情報の一覧が
表示されます。

　さらに、知りたい情報を選択すると、詳し
い情報が表示されます。（情報は2ページ以
上になっている場合もありますのでご注意く
ださい。）

データ放送の表示方法

　データ放送が表示されたら、画面左
側の 「マイタウン情報」を選択します。

　山北町のページが表示
されたら、画面右側の行政
情報から、知りたい情報を
選択します。

防災に関する情報や、大
雨などの際の御殿場線の
運行状況などをお知らせし
ます。

1
2

3

4

5

「桜満開」今月の表紙
今月号の表紙は、満開となった山北鉄道公園付近の桜と、

やまきた桜まつり、ソーラン山北よさこいフェスティバルの様
子を撮影しました。
例年よりも開花の遅れた桜も、４月に入ってからは一気に開
花がすすみ、訪れた多くの見物客の目を楽しませました。


